
2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 一般職員 80

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 1 0 0 0 0 0 1

（注）　一般行政職には、他に区分されない職種も含まれています。

(1)人件費の状況（普通会計決算）

(2)職員給与費の状況（普通会計決算）

１　職員手当には退職手当を含みません。
２　職員数は、平成２４年４月１日現在の人数です。

3  職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

(1)勤務時間等

（注）１　勤務によっては始業、終業、週休日などが異なる場合があります。

(2)休暇

夏季休暇
７月から９月までの期間内における連続す
る３日の範囲内の期間

無　給
休　暇

介護休暇
負傷、疾病又は老齢により、２週間以
上にわたり日常生活を営むのに支障が
あるものの介護をする場合

一の継続する状態ごとに、連続する６月の期間内

その他：裁判員、証人等として出頭する場
合、骨随提供者となる場合、ボランティア活
動に参加する場合、子の看護をする場合、災
害時など

有
　
給
　
休
　
暇

公務災害、通勤災害の場合は必要と認められる期間

病気休暇

特別休暇
産後休暇 出産後８週間

公民権の行使、産前休暇、産
後休暇、忌引、結婚休暇、夏
季休暇、その他

忌　引 配偶者・父母の場合７日等

結婚休暇 連続する５日の範囲内の期間

負傷又は疾病のため医師の診断により
療養する必要がある場合 結核性疾患については１年、その他の負傷又は疾病について

は９０日を超えない範囲内で必要と認められる期間

公民権の行使 必要と認められる期間
特別の事由により職員が勤務しないこ
とが相当である場合

産前休暇
８週間以内に出産する予定である女性職員
が申し出た場合に出産の日まで

（主な休暇）

種　　類 休暇の概要、取得の要件等 取 得 可 能 日 数 等

年次有給休暇
１年につき２０日（前年の繰越日数の上限２０日のため、最
高４０日）

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 1時間 土・日曜日

4,897

（注）

１週間の １日の
始　　業 終　　業 休息時間 週休日

勤務時間 勤務時間

24 62 209,445 15,925 78,225 303,595

給与費　 B/A

　年度 人 千円 千円　　　　　千円 千円 千円

Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　計　Ｂ

18.5

　年度 人　

区　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり

24 4,362 3,251,558 121,324 514,811 15.8

　　　　　　　千円　　　　　千円　　　　　千円　　　　　　％

人 件 費 率 （参考）

23年度の人件費率

％

（平成24年度末）　　　　　　Ａ 　　　　　　Ｂ Ｂ／Ａ

2　職員の給与の状況　

区　分住民基本台帳人口歳 出 額 実 質 収 支 人 件 費

一般行政職

医　療　職

技能労務職

合　　計

定年 勧奨

職員数

区 分 離　　　　職

平成24年度末現在採　用 退　　　　職 免　　職

懲戒 失職普通
合　　計

職 種

1　職員の任免及び職員数に関する状況

任期満了 分限

職員の採用及び退職の状況

死亡

%%%

1



4  職員の分限及び懲戒処分の状況

（1)分限処分 （単位：人）

※分限処分とは、職員がその職責を十分果たすことが
　できない場合に、公務能率を維持するため、職員の
　意に反して行われる処分のことをいいます。

（2)懲戒処分 （単位：人）

※懲戒処分とは、職員の義務違反に対して任命権者が
　課する制裁であり、職員の道義的責任を明らかにす
　ることにより地方公共団体の規律と秩序を維持する
　ための処分です。

5  職員の服務の状況

6  職員の研修及び勤務成績の評定の状況
（1)職員研修の実施状況

危機管理研修

クレーム対応講座

南予ブロック地域啓発講演会

県人権・同和教育研究大会

地域コミュニティの再生研修

（2)勤務成績の評定の状況

7  職員の福祉及び利益の保護の状況

（1)健康診断等の状況

（2)職場の安全衛生の状況

（3)公務災害の状況

8  公平委員会に係る業務の状況

（1)勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし

（2)不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし

（3)苦情の処理の状況 該当なし

産業医職場巡視 月に１回、産業医と人事担当者が職場巡視を行い、業務環境を通じて健康障害の防止等に努めました。

　労働安全衛生法等に基づき、衛生委員会の設置、産業医及び衛生管理者等の配置を行い、快適な職場環境の実現と
職場における職員の安全と健康の確保のため安全衛生管理体制を整備しています。

通　勤　災　害 0

区　　　　　分 認定件数 災　害　の　概　要

公　　務　　中 1 イベントにスタッフとして参加中、黄色スズメバチによる蜂刺症

公務能率の発揮及び増進を図ることを目的とした、「松野町職員の勤務成績の評定要綱」を規定しています。

区　　　分 概　　　　　　　　　要

職員健康診断 10月22日、コミュニティセンターにおいて、職員定期健康診断を行いました。

健康相談 上記職員健康診断後に、産業医、保健師による健康相談を実施し、職員の健康確保に努めました。

10月1日 2人

市町職員課長級研修会 10月18日～19日 1人

　松野町職員の執務について定期的に勤務成績の評定を行い、これを統一的に記録、人事管理の基礎資料とし、もって

8月28日 3人

9月20日 2人

8月10日 5人

8月26日 5人

四国地区人権教育研究大会 7月5日～6日 2人

7月18日～20日 1人

新規採用職員研修会 5月15日～17日 2人

市町職員中級研修会 6月5日～7日 1人

　地方公務員法では、服務の根本基準として、「全ての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、
且つ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定しています。
　松野町では、服務の宣誓に関する条例をはじめとして、服務に関する各種の規定により、住民の疑惑や不信を
招くことのないよう、機会あるごとに注意を喚起し、服務規律保持を図っています。

研　　　　修　　　　名 日程 参加者

戒告 減給 停職 免職

0 0 0 0

休職 降給 降任 免職

0 0 0 0

面接試験技法研修会

南予地区人権・同和教育研究協議会

市町職員研修会（県人権協会） 12月3日 2人

11月26日～30日 1人

全国人権・同和教育研究大会 11月30日～12月2日 1人
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